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特
集
「
議
会
改
革
度
調
査
」４
年
連
続
第
１
位
っ
て
、な
に
？　
Ｐ
２

－

３

町
政
を
問
う　

12
月
定
例
会
議
一
般
質
問　

Ｐ
４

－

９

新
方
式　

民
設
リ
ー
ス
方
式
で
地
域
集
会
施
設
を
新
設　

Ｐ
10

議会だよりの表紙は、無限の可能性をイメージし子どもを掲載しています。



芽
室
町
議
会
の

改
革
・
活
性
化
策

町
民
か
ら
の
意
見
を
政
策
提
言
に
繋
げ
る
た
め

の
ツ
ー
ル

○
議
会
基
本
条
例

　

�

議
会
・
議
員
の
活
動
規
範
で
あ
り

自
治
に
基
づ
く
地
方
議
会
運
営
の

基
本
原
則
を
定
め
て
い
る

○
活
性
化
計
画

　

�

議
会
基
本
条
例
に
沿
っ
た
活
動
計

画
の
明
確
化
・
評
価
制
度
に
よ
る

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

○
議
会
だ
よ
り
の
通
年
発
行

　

�

毎
月
発
行
・
年
間
約
１
２
０
ペ
ー

ジ
○
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
推
進

　

�

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（Facebook

・tw
itter

・LIN
E

）・

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

○�

全
会
議（
本
会
議
・
委
員
会
・
全

員
協
議
会
）の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
・
録
画
配
信

○�

全
会
議（
本
会
議
・
委
員
会
・
全

員
協
議
会
）の
資
料
・
会
議
記
録

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

○�

議
会
改
革
諮
問
会
議
の
設
置（
町

民
５
人
・
任
期
２
年
）

　

議
長
か
ら
議
会
の
課
題
を
諮
問

○�

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度（
町
民
20
人
・

通
算
64
人
・
任
期
１
年
）

　

�

町
民
か
ら
の
要
望
、
提
言
、
そ
の

他
の
意
見
を
広
く
聴
取
し
、
議
会

の
改
革
・
活
性
化
の
推
進
及
び
政

策
提
案
機
能
を
強
化

○�

町
民
と
の
意
見
交
換
会
・
議
会
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

○
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会

　

�

若
い
世
代
の
社
会
参
加
と
意
見
の

政
策
反
映

○
議
会
ホ
ッ
ト
ボ
イ
ス

　

�

議
会
に
寄
せ
ら
れ
た
ホ
ッ
ト
ボ
イ

ス
に
通
算
77
件
に
回
答

○
通
年
議
会
制

　

�

閉
会
期
間
が
無
く
年
間
を
通
じ
て

委
員
会
を
中
心
に
活
動

○
議
員
研
修
計
画

　

�

政
策
課
題
・
議
員
資
質
向
上
等
を

研
修

○�

北
海
道
大
学
公
共
政
策
大
学
院
と

包
括
連
携
協
定

　

政
策
提
言
の
ア
ド
バ
イ
ス
等

○
白
樺
学
園
高
校
と
包
括
連
携
協
定

　

双
方
の
知
的
資
源
の
交
流
・
活
用

○
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

　

�

８
人
の
地
方
自
治
研
究
者
な
ど
の

知
見
を
活
用

○
政
策
サ
イ
ク
ル
の
運
用（
下
図
）

　

町
民
の
声
を
政
策
に
繋
げ
る

○
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
・
運
用

　

�

災
害
時
に
お
け
る
議
会
・
議
員
の

行
動
を
明
確
化

○
意
見
書

　

国
会
・
関
係
省
庁
等
へ
の
意
見
書

「
議
会
改
革
度
調
査
※

」

４
年
連
続
全
国
一
位
っ
て
、
な
に
？

特　集

キ
ー
ワ
ー
ド
は
住
民
参
加
と
情
報
共
有

　

芽
室
町
議
会
は
、
２
０
１
７
年
度
議
会

改
革
度
調
査（
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
研
究
所
実
施
）に
お
い
て
、
４
年
連
続

全
国
一
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
議
会
の
特
徴
は
、
住
民
参
加（
１
位
）

と
情
報
共
有（
８
位
）を
柱
と
し
、
こ
れ
に

機
能
強
化（
１
位
）を
加
え
る
形
で
、
議
会

改
革
・
活
性
化
を
進
め
て
き
た
こ
と
に
あ

り
、
そ
の
こ
と
は
、
全
国
平
均
と
比
較
し

て
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
ま
す
。（
下
図
）

　

具
体
的
に
は「
分
か
り
や
す
い
議
会
」「
開

か
れ
た
議
会
」「
行
動
す
る
議
会
」を
目
指
し
、

議
会
基
本
条
例
の
理
念
・
規
定
に
基
づ
い

て
議
会
活
性
化
計
画
を
策
定
し
、
町
民
と

の
意
見
交
換
会
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
、

議
会
ホ
ッ
ト
ボ
イ
ス
な
ど
の
広
聴
機
能
や
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
議
会
運
営
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

今
年
４
月
に
は
、
統
一
地
方
選
挙
が
行

わ
れ
、
本
町
議
会
も
改
選
を
迎
え
ま
す
が
、

今
後
も
、
議
事
機
関
と
し
て
、
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
と
町
民
の
皆
さ
ま
の
た
め
力
を

尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

▲議会モニター会議の様子

100％

80％

60％

40％

20％

0％
会
議
録
・
資
料

ネ
ッ
ト
中
継

賛
否
・
活
動
報
告

広
報
・
広
聴

議
会
傍
聴

発
言
・
意
見
受
付

議
会
報
告
会
等
開
催

意
見
反
映

議
会
基
本
条
例
運
用

議
長
選
挙
公
開
等

議
員
提
案
条
例
等

討
議
・
調
査
充
実

議
決
事
項
・
予
算
決
算

事
務
局
・
サ
ポ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
災
害
時
対
応

研
究
・
調
査
環
境

情報共有 住民参加 機能強化Ⅰ 機能強化Ⅱ

74％

45％

9％

22％
40％

48％

68％ 71％
76％

77％

83％

66％

40％

86％

53％

67％

78％

41％
22％

27％

8％

27％

13％

19％

6％
6％

16％ 18％

6％

21％

16％

29％

※
全
国
の
都
道
府
県
・
市
町
村
議
会
を
対
象
に

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
が
２
０
１

０
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
。

　
「
情
報
共
有
」「
住
民
参
加
」「
機
能
強
化
」の
３

軸
か
ら
活
動
内
容
に
よ
っ
て
配
点
し
、
総
合
点

を
基
に
順
位
付
け
し
て
い
る
。

改
革
度
調
査
」と
は

議
会

調査項目ごとの比較（議会改革度調査2016から抜粋）

芽室町議会

全議会平均

政
策
形
成
サ
イ
ク
ル

分
か
り
や
す
い
議
会

開
か
れ
た
議
会

行
動
す
る
議
会

次
の
ペ
ー
ジ
は

「
12
月
定
例
会
議
　
一
般
質
問
」

（出展：早稲田大学マニフェスト研究所）
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12月定例会議 一般質問

議員が聞く　町長が答える

五
人
の
議
員
が
質
問

12月17日に５人の議員が一般質問を行いました。
質問と答弁を要約して掲載します。

12月定例会議
一 般 質 問

P6　寺町平一 議員
１�　事務の執行の適正を確保するための体制（内部統制）の整備につ
いて

P5　正村紀美子 議員
１�　自治法改正に伴う町の臨時・非常勤等職員のあり方は今後の行
政経営にどのような影響を及ぼすのか
２�　認知症について情報交換や交流ができる場所をさらに増やすべ
きではないのか
３�　幼児教育無償化による教育・保育のニーズの変化に町はどのよ
うに対応していくのか

P8　渡辺洋一郎 議員
１　移住定住施策の推進で住みたいと思えるまちづくりを

P7　立川美穂 議員
１　町民が主体となったまちづくりを推進するための方策について

P9　梅津伸子 議員
１　ＣＯ2削減、エネルギーの地産地消をめざしたまちづくりを

12月定例会議 一般質問

一般質問は、議員個人が町の事務の執行状況や将来に対する考え方などを町長などに求め、町が
住民のための適切な町政運営を進めているかをチェックするものです。
年４回開催される定例会（６月、９月、12月、３月）で一般質問することができます。

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　

正
村
紀
美
子

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
あ
り
方

　

法
律
が
改
正
さ
れ
、
２
０

２
０
年
４
月
か
ら
町
の
臨
時

職
員
等
の
雇
用
の
あ
り
方
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
臨
時
職
員
に
は
支
給
で

き
な
か
っ
た
期
末
手
当
な
ど

の
手
当
を
条
例
で
規
定
す
れ

ば
支
給
可
能
に
な
り
ま
す
。

職
員
人
件
費
等
の
財
政
負
担

軽
減
の
た
め
に
民
間
活
用
も

想
定
さ
れ
ま
す
。
新
制
度
導

入
に
は
今
後
も
関
心
を
も
っ

て
追
っ
て
い
き
ま
す
。

認
知
症
対
策

　

だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
た

め
に
も
認
知
症
カ
フ
ェ
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
を
運
営

す
る
担
い
手
育
成
を
着
実
に

増
や
し
て
い
く
こ
と
も
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

幼
児
教
育
無
償
化

　

国
は
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
の
方
針
を
打
ち
出
し

て
い
ま
す
。
高
ま
る
保
育
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
し
っ

か
り
体
制
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
の
答
弁
は
大
変
心

強
い
と
受
け
止
め
ま
し
た
。

正村紀美子 議員

自
治
法
改
正
に
伴
う
町
の
臨
時
・

非
常
勤
等
職
員
の
あ
り
方
は

今
後
の
行
政
経
営
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か

認
知
症
に
つ
い
て
情
報
交
換
や

交
流
が
で
き
る
場
所
を
さ
ら
に

増
や
す
べ
き
で
は
な
い
の
か

次
の
ペ
ー
ジ
は

「
12
月
定
例
会
議
　
一
般
質
問
」

問 

①
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員

の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

②
新
制
度
導
入
に
つ
い
て
町
の

基
本
的
な
考
え
方
と
導
入
時
期

に
つ
い
て
伺
う
。

③
新
制
度
は
行
政
経
営
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す

の
か
。

２
０
２
０
年
か
ら
の
新
制
度
導

入
に
向
け
、
臨
時
職
員
の
業
務

実
態
を
再
検
証
し
た
う
え
で
待

遇
改
善
を
図
り
ま
す
。

答 

①
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員

は
２
５
８
人
で
す
。
正
職
員
と

の
割
合
は
正
職
員
が
51
％
、
臨

時
職
員
は
49
％
で
す
。

②
ま
ず
は
現
状
の
業
務
見
直
し
、

職
員
数
の
適
正
配
置
を
行
い
ま

す
。
そ
の
上
で
２
０
２
０
年
４

月
導
入
に
向
け
て
臨
時
職
員
の

雇
用
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

③
影
響
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の

は
、
臨
時
職
員
の
処
遇
改
善
、

正
職
員
数
の
見
直
し
、
人
件
費

増
加
に
対
す
る
財
源
確
保
の
３

点
で
す
。

問 

①
認
知
症
カ
フ
ェ
の
取
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

②
認
知
症
カ
フ
ェ
の
参
加
者
を

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の

か
。

③
認
知
症
カ
フ
ェ
の
さ
ら
な
る

設
置
と
普
及
に
つ
い
て
伺
う
。

平
成
31
年
度
か
ら
南
コ
ミ
セ
ン

で
認
知
症
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま

す
。

答 

①
平
成
29
年
１
月
か
ら
認

知
症
カ
フ
ェ
を
ま
ち
の
駅
に
設

置
し
た
。
談
話
、
軽
食
、
イ
ベ

ン
ト
を
３
つ
の
柱
と
し
て
い
ま

す
。
参
加
者
か
ら
は「
居
心
地

が
良
い
場
所
」と
好
評
で
す
。

②
認
知
症
カ
フ
ェ
の
参
加
者
は

平
均
で
20
人
、
利
用
者
の
約
22

％
が
認
知
症
当
事
者
の
方
で
す
。

一
般
参
加
者
が
断
然
多
い
で
す

が
、
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め

る
場
所
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。

③
平
成
31
年
度
か
ら
南
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
も
開

催
し
ま
す
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
を
受
講
し
、
さ
ら

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
を
受

講
さ
れ
た
方
58
人
に
呼
び
か
け
、

他
地
区
へ
の
普
及
を
進
め
て
い

き
た
い
で
す
。

問 

①
幼
児
教
育
無
償
化
に
よ

る
町
の
負
担
額
と
軽
減
額
の
見

込
み
は
ど
の
よ
う
か
。

幼
児
教
育
無
償
化
に
よ
る
教
育
・

保
育
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
町
は
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か

②
幼
児
教
育
無
償
化
に
よ
る
保

育
ニ
ー
ズ
の
増
加
の
見
込
み
に

つ
い
て
伺
う
。

③
保
育
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
町
は

ど
う
応
え
て
い
く
の
か
。

保
護
者
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
な
が

ら
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら

れ
る
体
制
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

答 

①
平
成
31
年
度
以
降
の
交

付
額
の
想
定
が
困
難
で
あ
り
、

現
時
点
で
は
、
町
全
体
の
影
響

額
を
推
計
す
る
状
況
に
あ
り
ま

せ
ん
。

②
少
子
化
傾
向
は
依
然
と
し
て

続
く
見
通
し
で
す
が
、
共
働
き

世
帯
は
さ
ら
に
増
え
る
傾
向
に

あ
り
、
引
き
続
き
保
育
需
要
は

増
大
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

無
償
化
に
よ
り
低
年
齢
児
の
保

育
希
望
が
さ
ら
に
増
え
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
、
保
護
者
ニ
ー
ズ

を
調
査
し
な
が
ら
安
心
し
て
預

け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
い
き

ま
す
。

③
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、
入
所

児
童
数
１
７
７
人
に
対
し
保
育

部
分
の
入
所
児
童
数
は
定
員
75

人
を
上
回
り
88
人
と
い
う
実
態

で
す
。
今
後
は
現
状
を
踏
ま
え
、

見
直
し
の
方
向
で
運
営
法
人
と

協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
の

処
遇
改
善
と
行
政
経
営
は
？

認
知
症
カ
フ
ェ
の
さ
ら
な
る

拡
大
・
拡
充
は
？

幼
児
教
育
無
償
化
に
町
は

ど
う
対
応
す
る
の
か
？
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12月定例会議 一般質問

問

町
は「
住
民
と
行
政
が
と

も
に
考
え
未
来
へ
つ
な
ぐ
自
治

の
ま
ち
づ
く
り
」を
実
現
す
る

た
め
に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
る

の
か
。

町
民
参
加
の
手
法
の
検
証
と
、

町
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

答

町
は「
め
む
ろ
ま
ち
づ
く

り
参
加
条
例
」に
基
づ
き
、
多

様
な
参
加
の
機
会
を
確
保
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
は
時
代
の

流
れ
な
ど
に
も
適
応
し
た
、
新

た
な
参
加
手
法
に
つ
い
て
も
検

討
、
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
来
年
度
中
を
め

ど
に
、
町
民
参
加
手
法
の
検
証

を
再
度
行
い
、
さ
ら
な
る
参
加

機
会
の
拡
大
に
向
け
て
検
討
を

進
め
ま
す
。

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　

寺
町　

平
一

適
切
な
事
務
処
理
は

基
本
中
の
基
本

　

役
場
が
行
政
事
務
を
遂
行

す
る
に
あ
た
っ
て
、
不
適
切

な
事
務
処
理
を
行
う
と
リ
ス

ク
が
高
く
、
発
生
す
る
と
行

政
に
非
常
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
。
昨
今
、
事
務
的
ミ

ス
の
発
生
が
散
見
さ
れ
て
い

る
。

　

町
長
が
事
務
処
理
の
正
確

さ
を
確
保
す
る
上
で
の
リ
ス

ク
を
評
価
し
て
、
自
ら
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
仕
組
み
を
構

築
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

質
問
し
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
は
近
年
の
事
務

処
理
の
実
態
を
改
め
て
自
覚

し
、
内
部
統
制
に
関
す
る
方

針
策
定
の
趣
旨
を
真
摯
に
尊

重
す
べ
き
と
の
考
え
を
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
さ
ら
に
実
効
性
の

高
い
手
法
・
手
段
を
研
究
し
、

適
正
な
事
務
執
行
の
確
保
に

努
め
る
考
え
も
持
っ
て
お
ら

れ
る
の
で
、
本
町
が
さ
ら
に

信
頼
さ
れ
る
事
務
処
理
が
行

わ
れ
る
こ
と
を
熱
望
し
て
い

ま
す
。

寺町　平一 議員

問

昨
今
、
事
務
的
ミ
ス
の
発

生
が
散
見
さ
れ
て
い
る
状
況
に

あ
る
が
、
本
町
に
お
い
て
も
、

事
務
の
処
理
の
適
正
さ
を
確
保

す
る
上
で
、
内
部
統
制
体
制
を

整
備
し
、
運
用
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

内
部
統
制
制
度
の
趣
旨
を
尊
重

す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

本
町
に
お
い
て
も
適
正
な

事
務
処
理
の
確
保
は
、
行
政
事

務
を
執
行
す
る
上
で
最
も
重
要

か
つ
最
も
基
本
的
事
項
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
近
年
の
本
町
に
お

け
る
事
務
処
理
の
実
態
を
改
め

て
自
覚
し
、
今
般
の
内
部
統
制

に
関
す
る
方
針
策
定
の
趣
旨
を

真
摯
に
尊
重
す
べ
き
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
継
続
的
に
様
々

な
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
運
用
し
、

か
つ
適
宜
見
直
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
さ

ら
に
よ
り
実
効
性
の
高
い
手
法
、

手
段
を
研
究
し
、
適
正
な
事
務

執
行
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

内
部
統
制
の
体
制
の
整
備
と

運
用
は
考
え
て
い
る
の
か
？

次
の
ペ
ー
ジ
は

「
12
月
定
例
会
議
　
一
般
質
問
」

問

町
は
町
内
会
活
動
を
支
え

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
方
策

が
必
要
と
考
え
て
い
る
の
か
。

町
と
し
て
積
極
的
に
課
題
解
決

に
向
け
関
与
し
て
い
き
ま
す
。

答

町
内
会
加
入
率
は
年
々
低

下
し
、
役
員
の
な
り
手
不
足
な

ど
町
内
会
を
取
り
巻
く
環
境
に

は
多
く
の
課
題
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

町
内
会
活
動
は
そ
の
自
主
性

を
尊
重
し
つ
つ
も
、
町
内
会
と

町
が
連
携
・
協
力
し
、
地
域
活

動
の
活
性
化
と
地
域
の
輪
の
広

が
り
に
向
け
て
、
町
も
積
極
的

に
関
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
市
街
地
町
内
会
連

合
会
は
、
市
街
地
町
内
会
連
合

会
活
性
化
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

町
内
会
の
活
性
化
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
議
論
を
踏
ま
え
、
今
後
詳
細

な
内
容
を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
会
の
意
義
や
役

割
に
つ
い
て
、
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ん
に
御
理
解
い
た
だ
け
る

よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

問

他
自
治
体
で
の
取
り
組
み

が
あ
る
よ
う
に「
町
内
会
条
例
」

の
策
定
も
検
討
す
べ
き
で
は
。

答

先
ず
は
、
町
内
会
活
動
に

参
加
す
る
意
義
に
つ
い
て
、
よ

り
多
く
の
町
民
の
理
解
を
得
る

取
り
組
み
を
優
先
事
項
と
考
え

ま
す
。

問

地
域
担
当
職
員
が
行
政
職

員
と
し
て
培
っ
た
ス
キ
ル
を
町

内
会
活
動
活
性
化
に
活
か
す
事

は
職
員
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
考
え
る
が
。

答

特
に
若
手
職
員
が
地
域
の

中
に
入
る
こ
と
に
は
良
い
効
果

町
民
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の

方
策
に
つ
い
て

町
内
会
活
動
の
課
題
解
決
に

町
は
何
を
す
る
の
か
？

立川　美穂 議員

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　

立
川　

美
穂

み
ん
な
で
楽
し
く
参
加
す
る

た
め
の
工
夫
と
仕
掛
け
を

　

平
成
29
年
３
月
定
例
会
議

で
も
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
際
に「
ま

ち
づ
く
り
は
皆
で
お
み
こ
し

を
担
い
で
い
る
よ
う
な
も
の

だ
と
考
え
る
」と
持
論
を
述

べ
た
事
を
改
め
て
想
い
起
こ

し
て
い
ま
す
。

　

町
民
、
議
会
、
行
政
、
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
の
役
割
を
果

た
し
、
次
の
世
代
に
バ
ト
ン

が
渡
せ
る
よ
う「
芽
室
町
」と

い
う
お
み
こ
し
を
担
ぎ
続
け

て
い
る
の
だ
と
私
は
考
え
て

い
ま
す
。

　

担
ぎ
手
が
同
じ
高
さ
で
担

い
で
い
く
た
め
に
は
多
く
の

皆
さ
ん
と
ま
ち
づ
く
り
へ
の

共
通
認
識
を
持
て
る
学
び
の

場
が
必
要
で
す
し
、
担
ぐ
こ

と（
町
内
会
や
ま
ち
づ
く
り

の
場
に
参
加
す
る
こ
と
）が

楽
し
い
と
感
じ
て
く
れ
る
仲

間
を
沢
山
増
や
す
た
め
に
は
、

工
夫
や
新
し
い
仕
掛
け
が
必

要
に
な
る
と
考
え
今
回
の
一

般
質
問
に
臨
み
ま
し
た
。

事
務
の
執
行
の
適
正
を
確
保

す
る
た
め
の
体
制（
内
部
統

制
※

）の
整
備
に
つ
い
て

問

市
町
村
で
の
策
定
は
努
力

義
務
と
な
っ
て
い
る
が
、
作
成

を
し
な
く
て
い
い
と
言
っ
て
い

る
も
の
で
は
な
く
、
総
務
省
は
、

内
部
統
制
の
取
り
組
み
の
段
階

的
な
発
展
を
促
し
て
い
る
。

　

町
長
は
、
内
部
統
制
の
整
備

を
具
体
的
に
い
つ
ご
ろ
ま
で
に

行
う
の
か
。

今
の
と
こ
ろ
未
定
で
す
が
、
引

き
続
き
検
討
し
ま
す
。

答
今
の
と
こ
ろ
こ
の
内
部
統

制
の
基
本
方
針
を
、
い
つ
ま
で

に
立
て
る
と
い
う
よ
う
な
お
答

え
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で

の
や
り
方
が
い
い
の
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
も

う
一
度
見
直
す
べ
き
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
事
務
の
チ

ェ
ッ
ク
体
制
、
手
法
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
検
討
し
て
い
た
き

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

総
務
省
の
見
解
か
ら
段
階

的
に
進
め
、
い
ず
れ
か
は
実
施

し
て
い
く
。
や
は
り
そ
う
い
う

考
え
を
持
た
れ
た
ほ
う
が
い
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
改
め

て
ど
う
考
え
る
の
か
。

ま
ず
は
職
員
の
業
務
量
の
見
直

し
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

答
ど
う
し
て
こ
う
い
う
ミ
ス

が
起
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を

い
ろ
い
ろ
考
え
て
み
ま
す
と
、

職
員
の
業
務
量
、
こ
う
い
っ
た

も
の
も
少
し
見
直
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う

に
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
業
務
環
境
、
現
状
業

務
の
点
検
と
い
う
の
が
必
要
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

不
要
な
も
の
省
き
一
定
の
ス
リ

ム
化
を
図
っ
た
上
で
、
き
ち
ん

と
チ
ェ
ッ
ク
体
制
や
、
チ
ェ
ッ

ク
手
法
を
構
築
し
て
い
く
の
が

順
番
と
し
て
は
正
し
い
の
か
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い

う
考
え
方
で
今
後
進
め
て
い
き

た
い
で
す
。

内
部
統
制
制
度
の
策
定
は

い
つ
す
る
の
か
？

内
部
統
制
制
度
を
策
定
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
？

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
業

務
と
し
て
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。住

民
と
行
政
が
と
も
に
考
え

未
来
へ
つ
な
ぐ
自
治
の
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
何

を
す
る
の
か
？

　

ま
た
、
町
が
設
置
し
て
い
る

町
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

自
主
的
な
町
民
活
動
を
推
進
す

る
と
と
も
に
も
、
人
材
育
成
な

ど
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
な
る
機
能
強

化
に
つ
い
て
も
併
せ
て
取
り
組

み
ま
す
。

問

ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
意

欲
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は「
参

加
の
楽
し
さ
」を
実
感
し
て
も

ら
う
事
も
大
切
。
そ
の
た
め
に

は
町
民
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
育

成
な
ど
町
民
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
機
会
も
必
要
と
考
え
る
が
。

答

行
政
と
し
て
そ
う
い
っ
た

手
法
を
改
め
て
し
っ
か
り
構
築

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

▲楽しくまちづくりを議論

※内部統制とは、自治体等の長自らが、住民の福祉の増進
を図るという基本目的を達成するために、事務が適切に実
施され、事務上のリスクを評価、コントロールし、事務の
適正な執行を確保する体制を言います。
　総務省は、都道府県と政令指定都市
にその制定を平成32年４月１日までに
制定・公表、体制整備を義務付けてい
ますが、その他の市町村は努力義
務となっています。

6めむろ議会だより　Ｎo198（2019．2）7 めむろ議会だより　Ｎo198（2019．2）



12月定例会議 一般質問

渡辺洋一郎 議員

▲農業の触れ合いを通して食を育む

新たに作成した芽室町

▲

移住定住パンフレット

町外から移住された方
のインタビューを中心
に芽室町の子育て環境、
住宅事情、施設、お仕
事などの情報を満載し
ています。
A5版、カラー、16頁

▲かしわ保育園のソーラーパネル

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　

渡
辺
洋
一
郎

住
民
と
と
も
に

町
の
魅
力
発
信
を

　

芽
室
町
の
豊
か
な
自
然
や

文
化
を
生
か
し
て
積
極
的
に

町
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

で
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。

　

今
回
の
質
問
で
は
、
移
住

専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

や
、
地
方
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
創
設
な
ど
、
町
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
確
認

で
き
ま
し
た
。
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
対
象
は
、

既
存
住
民
だ
け
で
な
く
、
町

外
の
方
へ
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
や
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
へ
の
積
極
的

な
関
わ
り
、
情
報
発
信
サ
ポ

ー
タ
ー
制
度
の
創
設
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
住
民
が
交

流
で
き
る
場
の
創
設
等
に
つ

い
て
も
提
案
し
ま
し
た
。

　

誰
も
が
住
み
や
す
い
町
、

住
ん
で
み
た
い
町
に
な
る
よ

う
、
住
民
、
行
政
、
議
会
が

協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
住
民
の

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て

い
き
た
い
で
す
。

問

地
域
の
人
・
モ
ノ
・
環
境

の
魅
力
を
引
き
出
し
て
伝
え
て

い
く「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」

の
推
進
や
、
関
係
人
口
の
増
加

に
向
け
た
取
り
組
み
、
情
報
発

信
の
工
夫
に
つ
い
て
、
現
在
の

進
捗
状
況
は
？

平
成
31
年
度
か
ら
本
格
実
施
し

ま
す
。

答

来
年
度
、（
仮
称
）芽
室
町

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

を
策
定
し
、
本
格
的
に
推
進
し

て
い
く
考
え
で
す
。

　

ま
ず
は
芽
室
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
を
、
子
ど
も
た
ち

に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
最

優
先
事
項
と
考
え
、
来
年
度
か

ら
食
農
教
育
の
実
施
に
向
け
て

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

問

移
住
・
定
住
希
望
者
に
対

す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
総
合
相

談
窓
口
設
置
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
課
題
は
何
か
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
設
置
し
、

課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

答

平
成
30
年
５
月
に
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
採
用
し
、
移
住

希
望
者
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
お
り
、
事
実
上
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
を
設
置
し
て
い
る

状
況
で
す
。

　

課
題
と
し
て
は
、
移
住
希
望

者
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
多
い「
仕

問

移
住
希
望
者
の
ニ
ー
ズ
や

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
用
も
含
め
て
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し
、

移
住
政
策
を
進
め
ま
す
。

答

今
年
度
初
め
て
、
東
京
、

大
阪
、
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た

移
住
フ
ェ
ア
に
参
加
を
し
、
芽

室
町
ブ
ー
ス
に
は
合
計
約
１
０

０
名
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
移
住
希
望
者
の
ニ
ー

ズ
と
し
て
は
、
住
宅
、
仕
事
の

他
に
幼
稚
園
保
育
所
な
ど
の
子

育
て
環
境
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
生

活
環
境
の
問
い
合
わ
せ
が
多
い

で
す
。

　

こ
れ
ら
を
経
て
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
の
作
成
や
ブ
ー
ス
運
営
手

法
な
ど
、
様
々
な
提
案
が
あ
り
、

今
後
も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

提
案
も
活
用
し
な
が
ら
、
移
住

政
策
を
進
め
よ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

移
住
希
望
者
の
ニ
ー
ズ
や
課
題

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
は
？

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進

の
現
在
の
状
況
は
？

今
後
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
の
考
え
は
？

移
住
定
住
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

の
現
状
と
課
題
は
？

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
に
向
け
た
課
題
は
？

次
の
ペ
ー
ジ
は「
委
員
会
活
動
報
告
」「
議
会
白
書
」

梅津　伸子 議員

問

管
内
市
町
村
で
構
成
す
る

「
十
勝
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市

構
想
」の
参
加
に
つ
い
て
、
第

５
期
総
合
計
画
に
お
け
る
位
置

づ
け
は
。

輝
き
続
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

答

十
勝
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都

市
構
想
の
推
進
と
、
第
５
期
芽

室
町
総
合
計
画
関
係
施
策
の
考

え
方
は
、
同
じ
方
向
性
、
目
的

を
持
っ
た
関
係
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

豊
富
な
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を

活
用
し
た
自
立
・
分
散
型
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
十
勝
全
体
で
も
協
議
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

町
と
し
て
の
検
討
と
並
行
・
連

携
し
て
進
め
る
べ
き
と
考
え
て

い
ま
す
。

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　

梅
津　

伸
子

自
立
の
町
づ
く
り
の
た
め
に

　

本
町
は
こ
の
10
年
間
、「
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」に

基
づ
い
て
公
共
施
設
へ
の
太

陽
光
発
電
導
入
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制

度
に
関
連
し
た
家
庭
用
太
陽

光
発
電
補
助
実
施
な
ど
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

町
内
に
存
在
す
る
豊
富
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
活
用
に
本

格
的
に
取
り
組
む
段
階
に
入

り
ま
す
。
現
時
点
で
の
課
題

は
何
か
、
全
国
的
に
広
が
っ

て
い
る
先
進
地
の
取
り
組
み

か
ら
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

芽
室
町
の
取
り
組
み
を
振
り

返
り
、
将
来
を
見
据
え
た
と

き
、
専
門
的
知
識
、
知
見
を

持
っ
た
人
材
の
配
置
が
不
可

欠
と
考
え
、
配
置
を
求
め
ま

し
た
。

　

来
年
度「
ビ
ジ
ョ
ン
」の
中

間
見
直
し
を
行
う
に
あ
た
っ

て
、
事
業
推
進
の
体
制
強
化

が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｃ
О
２

削
減
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
地
産
地
消
と
地
域
内
経
済

循
環
、
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
。

移
住
定
住
施
策
の
推
進

で
住
み
た
い
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
を

Ｃ
Ｏ
２

削
減
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
※

を
め
ざ
し
た

ま
ち
づ
く
り
を

事
」に
関
し
て
で
、
本
町
に
は

多
く
の
企
業
や
農
業
な
ど
幅
広

い
業
種
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ

ら
の
求
人
情
報
と
移
住
希
望
者

の
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
課
題
へ
の
対
応
と
し
て

本
町
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
地

方
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
設
置
を

目
指
し
、
新
年
度
か
ら
新
た
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
雇
用

し
た
い
と
検
討
し
て
い
ま
す
。

問

今
後
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
の
取
り
組
み
を
本
格

的
に
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

取
り
組
む
基
本
姿
勢
は
。

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

と
町
民
へ
の
普
及
・
啓
発
を
進

め
ま
す
。

答

来
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
第
５
期
芽
室
町
総
合
計
画
の

基
本
構
想
の
中
で
、
公
共
施
設

な
ど
へ
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
、
町
民
へ
の
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
・
啓
発

に
つ
い
て
記
載
し
て
お
り
、
基

本
姿
勢
と
し
て
、
そ
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
に
適
し
た
ク
リ

ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
査
研
究

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
本
格
化
さ

せ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

の
可
能
性
を
模
索
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

十
勝
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構

想
参
加
に
つ
い
て
総
合
計
画
に

お
け
る
位
置
づ
け
は
？

問

本
町
に
お
け
る
さ
ら
な
る

Ｃ
О
２

削
減
、
本
町
に
適
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
推
進

に
向
け
た
現
時
点
で
の
課
題
の

認
識
は
。
専
門
的
知
識
、
知
見

を
持
っ
た
人
材
の
配
置
が
必
要

で
は
。

人
材
配
置
に
つ
い
て
は「
ビ
ジ

ョ
ン
」見
直
し
時
に
必
要
性
を

検
討
し
て
い
き
た
い
で
す

答

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
、
本
町

の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
豊
富

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
あ
り
な

が
ら
、
活
用
で
き
な
い
こ
と
は

大
き
な
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

道
内
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

散
化
の
観
点
か
ら
も
国
へ
の
要

望
、
自
治
体
と
し
て
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
、
調
査
研
究
、
協

議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

人
材
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
見

直
し
に
あ
た
っ
て
必
要
性
が
あ

れ
ば
検
討
し
、
課
題
に
応
じ
て

適
宜
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

※エネルギーの地産地消とは、地域に
必要なエネルギーを、地域内のエネル
ギー資源によってまかなうことを言い
ます。これにより富（お金）が地域外に
流出せずに地域内
に残り、地域の中で
富（お金）が循環し、
経済効果も増大し
ます。

※バイオマスとは、
一般的に「再生可能な、
生物由来の有機性資源」
を指し、芽室町では豆
ガラ、家畜ふん尿など
がこれにあたります。

芽室町ホームページの
移住定住ページはこちら。

ＰＤＦファイル
▼
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１ 月 の委員会活動報告

総
務
経
済
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

議
会
改
革

　

町
は
昨
年
12
月
、
農
村
地
域
に
あ

る
栄
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
を
、
民
設

リ
ー
ス
方
式
で
新
た
な
地
域
集
会
施

設（
栄
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）と

し
て
開
館
し
ま
し
た
。

　

町
は
今
ま
で
地
域
集
会
施
設
は
、

町
が
直
接
建
設
、
維
持
管
理
を
し
て

い
く
方
式
を
取
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
初
め
て
民
間
が
建
設
し
、
維
持

管
理
を
し
て
い
く
方
式
を
採
用
し
ま

し
た
。
リ
ー
ス
期
間
は
10
年
間
で
、

総
額
５
，
９
３
７
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

委
員
会
で
は「
町
内
に
あ
る
他
の

集
会
施
設
も
同
様
な
方
式
で
建
設
し

て
い
く
の
か
」と
質
疑
を
し
、
町
は「
町

内
に
は
30
近
く
の
地
域
集
会
施
設
が

あ
り
、
地
域
と
の
話
し
合
い
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合
っ
た
建
設
、

運
営
方
式
を
取
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」と
答
弁
を
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
後
に
栄
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

町
は
平
成
12
年
か
ら
芽
室
町
の

環
境
を
守
る
た
め
の
計
画
を
立
て

て
実
行
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
の

計
画
を
見
直
し
、
新
た
な「
ク
リ

ー
ン
め
む
ろ
環
境
基
本
計
画
」の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
平
成
16
年
に
制
定

し
た「
ク
リ
ー
ン
め
む
ろ
環
境
基

本
条
例
」を
も
と
に
、
環
境
に
特

化
し
た
実
行
計
画（
具
体
的
な
行

動
計
画
）と
し
て
平
成
17
年
度
に

策
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
町
、
事
業
者
、

町
民
、
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
む
べ

き
環
境
対
策
を
具
体
的
に
明
記
し

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
身
近
な
環
境
を
守
る

大
切
な
計
画
で
す
の
で
、
町
、
町

民
、
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
町
民
へ
の

丁
寧
な
周
知
が
望
ま
れ
ま
す
。

第
20
回　

1
月
18
日（
金
）

第
14
回　

１
月
22
日（
火
）

新
方
式

民
設
リ
ー
ス
方
式
で

地
域
集
会
施
設
を
新
設

芽
室
の
環
境
を
守
る
！

環
境
基
本
計
画
を
見
直
し

※栄コミュニティセ
ンターは、本町の南
区域の農村地域にあ
ります。建物は平屋
造り、床面積は約50坪。
約20坪の集会室と約7
坪の会議室を備えて
います。

▲栄コミュニティセンターの内部（左） と外観（右）

１
月
号
議
会
だ
よ
り
の
温
水
プ
ー
ル
建

設
費
に
関
し
て「
平
成
27
年
で
の
試
算

額
６
億
円
か
ら
２
倍
以
上
の
建
設
費
」

と
あ
り
ま
す
が
、「
試
算
額
６
億
円
」は
、

改
修
し
た
場
合
の
試
算
額
で
、
新
築
し

た
場
合
の
試
算
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
月
18
日（
金
）

議
会
改
革
諮
問
会
議

　

今
年
度
は「
住
民
か
ら
見
え
る
議
会

活
動
の
評
価
と
は
」を
議
題
に
協
議
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
議
員
活
動
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

議
会
だ
よ
り
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど

で
情
報
を
発
信
し
て
は
い
る
が
、
受
け

る
方（
町
民
）に
は
な
か
な
か
届
い
て
い

な
い
の
が
現
状
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、

ど
う
や
っ
て
議
員
活
動
を
評
価
す
る
の

か
…
」と
い
っ
た
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
２
回
ほ
ど
の
会
議
を
経
て
、
方

向
性（
答
申
）を
出
し
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。

議
員
活
動
の
評
価
っ
て

何
を
基
に
評
価
す
れ
ば
い
い
の
？▲熱心な協議が続きます。

会　議　名
日　　時 休憩

時間
実質
時間

議　　件
傍聴
人数

ネット中継
アクセス数会議時間

常 任 委 員 会

総務
経済 第20回

１月18日
２:54 １:41 ・芽室町都市計画マスタープランの策定について

・誤った支出に関する再発防止について　他 １ 98 
９:30～14:05

厚生
文教 第14回

１月22日
０:02 １:25

・芽室町社会教育推進中期計画の策定について
・クリーンめむろ環境基本計画の見直しについて
 　他

２ （159）
13:30～14:57

議 会 運 営 委 員 会

第21回
１月17日

０:18 ０:46
・議会活性化策の進捗状況について
・�使用者変更に伴うタブレット端末の取り扱いに

ついて
０ 28 

９:30～10:34

第22回
１月25日

０:00 ０:15
・�平成30年芽室町議会定例会２月臨時会議の運営

について
・議会だより２月号について　他

０ 15 
９:30～９:45

全 員 協 議 会 第８回
１月22日

０:01 １:12
・議会基本条例議員自己評価について
・�使用者変更に伴うタブレット端末の取り扱いに

ついて 　他
１ （159）

９:30～10:43

合　計 ８:34 ３:15 ５:19 計４ 平均91.8

（　）　同一日に複数の会議が中継された場合は各会議の合計アクセス数を表示

次
の
ペ
ー
ジ
は「
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
声
」「
３
月
議
会
日
程
」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

本
会
議
・
委
員
会
中
継
を
見
て
み
よ
う

　

知
っ
て
い
ま
す
か
？
？
？

　

議
会
の
会
議
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
生
中
継
し
て

い
る
こ
と
！

　

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
い
つ

で
も
会
議
の
様
子
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

生
中
継
が
見
れ
な
か
っ

た
、
と
い
う
方
は
、
録
画

中
継
も
あ
り
ま
す
！

　

議
会
情
報
は
、
ほ
ぼ
毎

日
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
中
継
以
外
に
も
議
会
・

委
員
会
の
日
程
や
、
議
案
・

会
議
録
な
ど
も
載
っ
て
い

ま
す
。

　

気
に
な
る
方
は
ぜ
ひ「
芽

室
町
議
会
」
を
検
索
、
ク

リ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ

い
！

平成31年１月　延べ５時間19分活動しました！議会白書

【芽室町議会ホームページのトップページ】

「インターネット
中継」ここをクリ
ック

本会議の生中継
録画はここ

委員会の生中継
録画はここ

議会ホームページの
ＱＲコードは
こちらです。

議会中継ページの
ＱＲコードは
こちらです。

▼

▼

インターネット中継／議会白書

10めむろ議会だより　Ｎo198（2019．2）11 めむろ議会だより　Ｎo198（2019．2）



12友だちになってね!!
＠memuro-gikai2014

芽室町議会の概要を紹介

▲

スマートフォンサイトを見る

スマートフォンサイト
公式 facebook ページ
http://www.facebook.com/memuro.gikai

公式 Twitterアカウント
@memuro_gikai

編
集

後
記

■
特
集
「
議
会
改
革
」
に
も

あ
り
ま
す
が
、
本
町
議
会
は

町
民
の
意
見
を
聴
取
す
る
仕

組
み
は
こ
こ
数
年
で
充
実
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
は
町
民

の
思
い
を
か
た
ち

3

3

3

に
で
き
る

よ
う
、
さ
ら
に
精
度
を
高
め

て
い
き
ま
す
。

正村紀美子 中村和宏

■
受
験
シ
ー
ズ
ン
で
す
ね
。

高
校
生
の
皆
さ
ん
は
、
進
路

が
決
ま
っ
た
方
も
多
い
の
で

し
ょ
う
か
。
中
学
生
の
皆
さ

ん
は
こ
れ
か
ら
で
す
ね
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
ふ

る
っ
て
ま
す
。
体
調
を
整
え

頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
。

梶澤幸治

■
新
入
幕
で
あ
る
初
場
所
を

勝
ち
越
し
、
見
事
な
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
矢
後
関
。「
年

内
に
三
役
入
り
を
目
指
し
た

い
」
と
力
強
く
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。
矢
後
関
の
活
躍
は

町
民
を
明
る
く
元
気
に
し
て

く
れ
ま
す
ね
。

議
会
モ
ニ
タ
ー
の

声

町
内
会
加
入
、

改
め
て
考
え
ま
し
た

小森　豊弘
モニター

（東めむろ第２）

　

正
村
議
員
の
昨
年
６
月
の
一

般
質
問
に
あ
り
ま
し
た
、町
内
会

未
加
入
者
へ
の
支
援
対
策
の
件

で
少
し
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

未
加
入
者
へ
の
支
援
も
大
切

だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
一
度
、

加
入
者
へ
も
町
内
会
加
入
意
義

を
行
政
と
協
力
し
て
、お
知
ら
せ

し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

基
本
は
全
戸
加
入
が
前
提
で

考
え
て
る
と
思
い
ま
す
。
な
ん

と
な
く
加
入
し
て
い
る
方
、
役

員
や
町
内
会
業
務
は
誰
か
や
っ

て
く
れ
れ
ば
入
る
が
、
自
分
は

や
り
た
く
な
い
、
や
る
な
ら
入

ら
な
い
な
ど
、
そ
の
よ
う
に
考

え
て
る
方
も
少
な
く
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
と
思

っ
て
る
方
が
多
い
と
、
誰
も
関

心
を
持
た
な
く
な
る
と
思
い
ま

す
。

　

昔
は
町
内
会
の
必
要
性
が
多

く
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
今

は
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
整

っ
て
い
る
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
町

内
会
に
入
る
必
要
性
が
薄
れ
て

来
て
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会
で
会
費

を
徴
収
し
て
運
営
し
ま
す
が
、

会
費
も
月
々
換
算
で
す
と
少
額

で
す
が
１
年
分
と
な
る
と
出
費

も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

お
金
を
徴
収
し
て
運
営
す
る

以
上
は
、
町
内
会
と
は
ど
の
様

な
目
的
を
持
ち
、
ど
の
様
に
運

営
さ
れ
て
、
生
活
に
ど
の
様
な

重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
か

な
ど
、
町
内
会
に
入
る
事
の
大

切
さ
を
お
伝
え
す
る
事
に
よ
り

未
加
入
者
も
減
少
す
る
の
で
は

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
内
会
に
入
り
み
ん
な
で
助

け
あ
い
、
綺
麗
で
快
適
な
環
境

が
保
た
れ
て
い
る
事
に
改
め
て

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。　

　雪が少ない今年の冬。この
日は朝方に雪が降り、やっと
冬景色になりました。小学校
のスケート記録会に、お姉ち
ゃんの応援に来ていた川端り
こちゃん（２歳）。お姉ちゃん
のまいこちゃん（小１）が出場
するまで、リンクの周りの雪
で遊んでいました。

芽室町議会 検　索 ⬆

議会傍聴で
芽室の未来が
見える！

３月の議会等開催予定日
４日㈪・11日㈪～14日㈭
18日㈪・19日㈫・20日㈬
※開始時間はいずれも午前９時30分開始です。
※日時は予定ですので変更の場合もあります。

インターネットで
傍聴もできます。
中継録画もあります。

３月は定例会議があります！
現在の議員任期最後の定例会議です

め
む
ろ
議
会
だ
よ
り

N
o. 19８
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